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法人（事業所）理念
受容＝スタッフみんなで一人ひとりに向き合って受けとめます。
傾聴＝スタッフみんなで一人ひとりの気持ちに沿って耳を傾けます。
共感＝スタッフみんなで一人ひとりの成長を感じることができる支援に努めます。

事業所名 放課後等デイサービス　キッズデイ　かのん 作成日支援プログラム

記憶・言語理解・注意・判断・知覚に対する覚える・見つける・想像する等の力を伸ばしていきます。小集団活動の中での構成遊びや、プリント(ひらがな・ぬりえ・数等)を活用して認
知機能を伸ばすトレーニングを行い、感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害の予防及び適切行動への対応の支援を行います。一人一人の認知の特性を理解
し、それを踏まえて、自分に入ってくる情報を適切に理解できるように支援を行います。

聞く力と伝える力を伸ばし、コミュニケーションの基礎をつくる支援を行います。個人の特性や、障がいの程度、興味や関心等に応じて言葉だけではなく、身振り、表情、カード、点字
等の手段を活用して意思疎が可能になるように支援を行います。日常生活の中で、言葉の理解ができるように、表現の仕方が増えるように語彙力を伸ばす支援に取り組みます。伝えよう
とする側と受け取る側との人間関係やその時の状況を的確に把握して対応できるようなスキルを身に着けていく機会を提供します。

安定した生活や愛着の形成を基礎として集団活動の中で、自分の役割(ごっこ遊び、模倣行動の促し)や順番、社会のルール(活動の中で順番を待つ、ルールを守る)、感情のコントロール
(相手を認識して思いやりの経験を積む、我慢する)など社会生活に適応するために必要なスキルの獲得を支援します。自分の思い通りにならなかったり、失敗した時は一人一人に寄り添
いながら、自分で落ち着ける方法を一緒に考えたり、環境を変えるお手伝いをします。

支援方針

子どもたちの未来のために、日常生活で必要な知識・言葉を習得するための基礎的な学びを提供します。日常生活で必要な、体験や経験を積み重ねて行くことで、感情を表現する力を習
得するための学びを提供します。
家族の未来のために、保護者や兄弟の不安などに寄り添いながら、アドバイスや情報の提供をしていきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

お散歩・季節のお花見・水遊び・避難訓練・そうめん流し・夏祭り・ハロウィン・クリスマス・初詣・豆まき・事業所交流・体育館活動・地域行事参加・体験活動(クッキング・園芸)

家族支援

ご家庭での困りごとに対する相談援助を行います。
家族のレスパイトの時間の確保や就労等による預かりニーズに対応するための
延長支援を行います。

移行支援

併用事業所や移行先との支援方針・支援内容の共有や子どもの状態、親の
意向・支援方法について伝達を行います。進路や移行先についてご家族へ
情報提供・相談援助を行います。

地域支援・地域連携

学校・併用事業所、相談支援事業所、センター、病院などと情報共有を行い、
安心して生活ができるように連携を図ります。地域行事・イベント等への参
加。

職員の質の向上

毎月の事業所内会議で情報の共有や事例検討等。外部研修会への参加。支
援の方法の検討を行います。身体拘束に関する研修。虐待に関する研修。
スキルアップに関する研修等に参加し質の向上に努めます

支　援　内　容

食事・排泄・衣類の管理等、生活に必要な基礎的技能を獲得できるように支援を行います。(手洗い、歯磨き、衣服の着脱等)
毎日の健康管理とその時に必要な対応を行います。生活リズムを整えて安定した生活が送れるように環境を整えます。
生活習慣のマナーなど理解しやすく取り組めるように個人に合った絵カードや写真を用いて支援に取り組みます。(あいさつ、整理整頓等)

個別の活動と集団での活動の時間をそれぞれ設けます。保有する視覚・聴覚・触覚・嗅覚・固有覚・前庭覚等の感覚を十分に活用できるように、遊び等を通して支援を行います。サー
キット、ルール遊び、体操、トランポリン等。個人で具体的な活動内容をスケジュール化して見通しを立てて取り組みやすいように支援していきます。運動を通して基本的スキルを獲得
させるべく、身体の五感や感触を刺激して運動機能やバランス感覚、リズム感、距離感などの発達を促します。刺激や環境の適切な認知と認知したこと行動に繋げるための取り組みを行
います。
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